
安曇野教育 第６７号 - 1 - 

 

 

 

 

 

 

先生方の糊しろ役として 

会長  丸山 広樹 

 

異例尽くめの令和２年度、一日も早くこの状況が

終息し、本来の学校生活に戻れることを願ってやみ

ません。本年度は、新型コロナウィルス感染症拡大

防止のため、教育会の諸事業も中止や縮小開催を余

儀なくされています。５月１６日（土）に予定され

ていた総集会をはじめ、「安曇野の先人等に学ぶ会」

や「安曇野巡検」、夏期休業中の「実技講習会」等、

８月末までの事業の殆どを中止としました。 

このような折、ある先輩と話をしたときのことです。「今年は、なんにもできないなあ。先生

たちも慣れない仕事で忙しくてご苦労だなあ。でも、本業だけじゃ、だめなんだよな。教育会

は先生たちの糊しろみたいなもの、学校を超えたつながりができる。同好会もそう。委員会も

そう。先生たちの向上心をそそるものになるんだがなあ」とお話になりました。確かに言われ

る通り、私自身、今までを振り返ってみますと、校内の先生方はもちろんですが、他校の多く

の先生方との出会いが自分を成長させてくれたことに気付きます。同教科の先生と授業づくり

について語り合ったこと、委員会で調査した水棲昆虫や水質について皆で考察したこと、他校

の発表に授業に対する情熱を感じたこと、大会に参加して教材づくりのヒントを得たこと等が

思い出されます。僅かなことかもしれませんが、私の専門性や教師観がその都度更新されてき

たことは確かです。 

教育会は、本年度も各種委員会活動の推進や同好会への支援をします。各種委員会は、本年

度より木村素衞委員会と人物読み物委員会を休止し、代わりに教育課題（英語教育）委員会を

新設しました。ニーズに合わせて活動内容を変更していきます。同好会員は３６０名を超え、

これからの活動が楽しみです。また、会報・会誌の発刊や郷土文化財センターの運営にも例年

通り取り組んで参ります。現時点では、大きな集会こそできませんが、先生方の糊しろ役とし
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て、それぞれ地道な活動を継続していきます。こんな時だからこそ前向きに、先生方の「自ら

求める・やってみる」姿勢を後押ししていけたらと思います。教育会を活用して、自分を高め

ていきましょう。 

安曇野の先人等に学ぶ会 

 安曇野市教育会の初代会長の岡村千馬太先生

を偲ぶとともに、安曇野教育の先人の業績を学

ぶことを目的に、「安曇野の先人に学ぶ会」が

６月２０日（土）に開かれました。 

 例年、午前中には、役員が三郷中萱にある岡

村千馬太先生のお墓をお参りし、午後には、本

会の先輩方と役員が松本市の城山公園にある岡

村先生の碑の前で碑前祭を行っていましたが、

本年度は新型コロナウィルス感染症対策のた

め、内容と参加人数を縮小して行いました。 

 前日からの雨模様が心配されましたが、当日の朝は天候に恵まれ、清々しい空気の中で歓喜

寺のご住職をお迎えし、松尾修常任副委員長の進行で、墓参が始まりました。ご住職は先代か

ら引き継ぎ、岡村先生の墓参を始めてちょうど３０年になるということです。ご住職の読経の

中、丸山会長が献花を行い、参加者が一人ずつ丁寧に焼香を行いました。 

 墓参の後、教育会館南庭に場所を移し、務台理作碑と木村素衛碑に拝礼を行いました。拝礼

の後、丸山会長が岡村千馬太先生の功績について述べられました。その中で、岡村先生が全国

で画一的な教育が行われる中、児童生徒の個性・人権を尊重する教育を行ったこと、同じ思い

を持つ教師たちで東西南北会を結成し、見識

を深めるために犬養毅、新渡戸稲造、島崎藤

村らを招き、教えを乞うたこと等を知ること

ができました。岡村千馬太先生の教師として

の信念に触れて、自己を見つめる機会となり

ました。来年度は「安曇野の先人に学ぶ」有

意義な１日を、多くの先生方とともに過ごす

ことができるよう願ってやみません。 

（文責：幹事 熊井） 

 

事業推進連絡会 

  ７月９日（木）教育文化会館において、第１回事業推進連絡会が開催されました。丸山会長

からは「コロナウィルスの影響で、十分な活動ができていないことが残念ではあるが、安曇野

市内の初任の先生方が全員入会してくださった。後押ししていきたい」というあいさつがあり

ました。その後、安曇野の子どもを語る会や会誌｢安曇野教育１５号｣の発行について、各学校

代議員による協議が行われました。 

最後に「魅力ある教育会活動について」参加者が話し合いました。「若い頃、仕事との折り

合いをつけて参加することが負担に感じるときもあったが、今の自分にとっては、大切なこと

だったと感じる。未来への自分への投資と考えて参加してほしい」「タイムリーな内容だった
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り気軽に語り合えたりするような場があるとよい」「教育会の活動について知らない人が多い。

自分は社会科の専門ではないが、安曇野巡検はかなり楽しめた。積極的に宣伝を行い多くの人

に参加していただきたい」等、魅力ある教育会活動について考えを述べ合っていました。 

 連絡会終了後には、避難訓練と清掃が行われました。清掃では、教職員組

合執行部の方と館内を分担し隅々まできれいにすることができました。これ

からも感謝の気持ちを忘れず、大切に使っていきたいと思います。ご参加い

ただいた皆さん、ありがとうございました。 

（文責：幹事 熊井） 

 

「豪快なＭ先生」 

本年度より初めて安曇野市でお世話になっています。「安曇野」と聞くと、かつて同じ学校で

ご一緒させていただいた安曇野出身の先生方のお顔を思い出します。 

今から 20年前、私の地元、中野市の小学校へ赴任されたＭ校長先生もその一人です。Ｍ先生

は、業間休みになると校庭へ出て子どもたちとサッカーをやっていました。必ずゴールキーパ

ーをやっていて、ゴールを決められると本気で悔しがっていました。また、当時はまだ存在し

た喫煙所で、学級経営の悩みなど、よく相談にのってもらっていました。「もろさん。失敗して

もいいんだ。思い切ってやってみろ」と背中を押していただき、元気が湧いてきたことを思い

出します。 

次の年、私は禁煙を始めました。ある日、 

Ｍ先生「もろさん、最近喫煙所に来ないけれどどうしたんだ」  

私  「実は禁煙しようと思いまして」  

Ｍ先生「意志弱いな。俺なんか○歳から今日まで吸い続けている。続けるのも意志の強さだ」 

私  「・・・」  

あれから 20 年、Ｍ先生への年賀状に「まだやめていません」と記すと、「まだやめてなかっ

たのか。俺はもうとっくにやめたよ。早くやめた方がいいぞ」と返事がありました。目が点に

なりましたが、そんなＭ先生が大好きです。  

 （明南小      ） 
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令和２年度 安曇野市教育会 同好会 

 本年度も以下の１７の同好会が発足しました。コロナウィルス感染症対策のため、発足会や

実技講習会ができない状態ですが、それぞれできる範囲で活動していってほしいと思います。 

同好会名 会長（学校名） 幹事長（学校名） 会員数 

国 語 両 澤 宏 樹 ( 明 南 小 ) 成 田 陽 介 ( 明 南 小 ) ２３ 

社 会 志村昌之 (豊科東小 ) 田邊芳明 (穂高東中 ) ２９ 

算 数 ・ 数 学 濱野  久 (豊科北中 ) 江頭  務 (穂高東中 ) ２２ 

理 科 小 林 俊 子 ( 明 科 中 ) 宮坂剛士 (豊科南中 ) ２９ 

音 楽 内 川 雅 信 ( 三 郷 中 ) 浅野美土里(穂高西小) ３０ 

図 工 ・ 美 術 山﨑光信 (穂高南小 ) 中村  実 (穂高西中 ) １０ 

体 育 麻田記良 (豊科北小 ) 岡村浩男 (穂高西中 ) ２８ 

技 術 ・ 家 庭 早川正美 (豊科南中 ) 牛木由紀恵 (堀金中 ) ２２ 

道 徳 窪田尚幸 (穂高西小 ) 正谷晴邦 (豊科南中 ) ８ 

哲 学 丸山広樹 (豊科南小 ) 三 枝 史 明 ( 明 科 中 ) ４５ 

教 育 相 談 西 川 友 人 ( 堀 金 中 ) 工藤  弘 (豊科東小 ) １６ 

人 物 誌 坂 槙 邦 章 ( 堀 金 小 ) 小谷将紀 (豊科北中 ) ６ 

英 語 曽 根 原 弘 ( 三 郷 小 ) 西澤けさ美(穂高東中) １９ 

情 報 教 育 宮澤  浩 (穂高西中 ) 五十嵐誠治(豊科北中) ９ 

学 校 保 健 松尾  修 (穂高東中 ) 野村  恵 (穂高東中 ) ２０ 

特 別 支 援 教 育 長 瀬 克 彦 ( 明 北 小 ) 宮 澤 晶 子 ( 明 北 小 ) ２０ 

生活・総合研究会 小松  幹 (穂高北小 ) 中込郁恵 (豊科北小 ) １０ 

※ ５月７日現在 同好会員は随時募集しています。各校の代議員にお声かけください。 

 

安曇野市教育会 今後の各種行事見通しについて 

行事名 予定日 見通し 

安曇野の子どもを語る会 １０月１０日（土） 中止 

親子陶芸教室 １０月２４日（土） 中止 

ものづくり展 １０月３１日（土）～１１月４日（水） 実施の予定 

研修日 １１月 ４日（水） 実施の予定 

同好会まとめの会 ２月 ５日（金） 実施の予定 

 

＜編集後記＞ 

 令和元年度の教育会アンケートの結果を受け、今年度より「安曇野教育」をこのような形にし

てみました。ところが新型コロナウィルス感染症対策のため予定していた教育会の行事が軒並み

中止となってしまい、２学期がスタートした今頃の発行となってしまいました。新しい形式での

「安曇野教育」ですが、できるだけタイムリーな内容で発行していきたいと考えています。忌憚

のないご意見やご要望をお聞かせください。今後ともよろしくお願いします。 


